
サンプル
第4編　近現代の地域・日本と世界
第３章　近現代社会の展開　　　１節　近代的制度の導入と新しい国際関係
③東アジア世界のなかの明治政府

教科書の整理
教科書　p.206-208




本文のポイント

　進む世界の一体化	1
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イギリス、フランス、ドイツ、ロシア、アメリカ合衆国などの〔1　　　〕が
軍事力や経済力を背景に世界に進出
北米大陸横断鉄道の完成、〔2　　　　　　〕の開通により世界の結びつきが
急速に強まる
　岩倉使節団	
目的：不平等条約改正の予備交渉、欧米の政治や産業の視察
全権大使：〔3　　　　　〕
副使：〔4　　　　　〕、〔5　　　　　　〕、伊藤博文、山口尚芳
　清と朝鮮	
➊日清関係
1871年　〔6　　　　　　　〕…対等条約
➋〔7　　　　　　　　〕
朝鮮に強硬的な〔8　　　〕論をとなえる〔9　 　　　〕や〔10　　　　〕らが国内の整備優先をとなえる〔4　　　　　〕、〔5　　　　　　〕らと対立
→政府は分裂し、〔9　　　　　〕、〔10　　　　　〕、江藤新平、副島種臣、
後藤象二郎の5人が一斉に辞職
➌日朝関係
1875年　〔11　　　　　　〕…日本軍艦への砲撃事件
1876年　〔12　　　　　　　〕…日本の領事裁判権や関税免除を認めさせる
　沖縄県の設置	
1872年　日本領として琉球藩設置
1879年　〔13　　　　　〕…琉球藩を廃して沖縄県設置
　国境の画定	
1875年　〔14　　　　　　　　　〕…ロシアが樺太、日本が千島全島を領有
1876年　太平洋の〔15　　　　　　〕が日本へ帰属することが決定


	課題のヒント

	日本で近代化が進められた時期，世界ではどのような動きがあったのか，欧米諸国（列強）と東アジアの大きく二つに整理し，教科書p.206-208の内容をそれぞれ端的に記述しよう。


【課題】日本の近代化はどのような国際関係のなかで進められたのだろうか。［60字以内］
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